
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 3回 理事会  

日 時 令和 2年 6月 12日  19:15～21:10 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事事務所：大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、大石勝規 

リモート：重松康志、永木照彦、浦川純二、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、 

田中拓郎、池田章子 

監事事務所：平野英三 

リモート：柿田謙三、大木田治夫 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、野原 尉 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）令和 2年度 新卒者オリエンテーション開催について 
  4 月 19 日に予定されていた新人オリエンテーションは新型コロナウィルスの影響で延期されている。

自粛も緩和されてきた状況を鑑みて早期開催を検討。8月に勤労福祉会館での開催を予定し、空いてな
ければ同程度の会場を探す。島嶼部のこともあるのでオンラインの準備も進める。審議の結果、提案
通り可決された。 

２）令和 2年度 学術研修大会企画の件 
学術研修大会の日程は旧県学会に準じて 1月若しくは 2月を検討。講師は県内、自家用車圏内の先生
を中心とする。会場は一つとし、90分 1コマを 6コマ行い、全領域のポイントを取得できるようにす
る。島嶼部にはサテライト会場を設置し、Webでの実施を準備する予定。審議の結果、提案通り可決
された。 

３）社会事業局の上半期事業の変更について 
   上半期の事業が中止となり、協議の結果メディカルサポートのマニュアル作成を検討。サポート活動

する会員が固定化されている現状にあり、マニュアル作成の目的は、手技やスキルの平均化、活動内
容の透明化、啓発活動の一環としてなどが理由。施設内マニュアルと実践マニュアルの 2 本立てを検
討中。また、ベーシックからステップアップできる段階づけしたマニュアル作成も考慮する。新規事
業として必要な予算を次回理事会に挙げることとする。審議の結果、提案通り可決された。 

４）組織図（案②）について 
先月理事会での修正分を確認、再検討。部によって負担や業務の調整、業務分掌作成が必要というこ
ととなり、局ごとに局内会議を開く方向となった。また部長、副部長についても確認する。島原地区
部長として小嶋先生、大村地区部長を山下先生。長崎地区副部長について、従来地区毎に選出されて
いたが、病期別による選出も今後の検討。審議の結果、提案通り可決された。 

５）新入会承認について 
入会 21名、休会 6名、退会 1名、復会 1名。審議の結果、提案通り可決された。 

６）NPTA推薦規定の改正について 
     本会推薦規程、推薦基準の文言について規約審議委員会を通して追記。「(1)長崎県理学療法士協会会員

であること」と附則に「3 この規程は、一部改正して令和 2 年 6 月 12 日より施行する。」を追記。審
議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
  １）令和 2年度 定時総会報告について 
   5 月 31 日に行われた定時総会について、出席者は理事監事含め 1506 名。片付け含め時間内に終了。

印刷製本費と会場使用料を足して予算を提出している。手指消毒、ソーシャルディスタンス、会場の
換気など参加者の協力のもと感染防止対策を実施した。去年もあったが、総会資料の送付先が個人名
となったため問い合わせが何件かあった。個人宛だと、異動の場合旧職場に届くなどの問題もあるた
め、次年度は送付先を施設代表者様として鑑文、委任状含め多めに送付することも検討。電子媒体で
の議決権行使について定款に謳っていないので、規約審議委員会を通じて定款見直しも検討。 

２）社会事業局の事業について 
   今年度 JPTA の通達を元に 9 月までの事業が中止となり、資料にある 14 のイベントや大会の 12 番が

中止、8番と 13番が調整中。調整中については 9月の事業であり 10月 11月に延期可能なら検討。15
番 16 番 17 番の事業に関しては、感染症の拡大状況を見ながら準備を進める。前向きになりすぎず、
慎重に検討する必要あり。 

（３）その他報告事項 
 １）次回理事会について 

次回理事会は 7月 10日開催予定。 

 


